
｢自立活動の時間における指導｣学習指導案(略案)
平　成　21年　2　月　6　日(金)　2校時

小学部　はなグループ　男子4名　女子1名　計5名

場　　所　　小　学　部　3　組　教　室

指　導　者　川添直人(CT)　井上隆司(ST)

1　活動　　｢ったえてあそばう｣ (Ⅲ)

2　本時の実際(7/12)

(1)全体目標
○　自分の気持ちを音声言語やカード,身振りなどで教師に伝えることができる｡
○　教師や友達とかかわって遊ぶことを通して,教師や友達を誘ったり誘いに応じたりして遊び

を共有し,かかわりを楽しむことができる｡

(2)個人目標

児童 侘)ﾉmｩUr��

K.K 唳ｩlｨ,Xｨｸ6yuh-+ﾘ*)uhｾ,Rﾉuh-+ﾘ*(ｴ8鰄+ｻ8蹌��������������������

(1年,男) *h.,h*ｨ,X*ｸ.薬������
･教師の言葉掛けや指さしを手掛かりに握手して友達を誘ったり,教師や友 

達の誘いに応じたりして遊びを共有し,かかわりを楽しむことができる｡ 
F.S 唳ｩlｨ,Z(+.ｨ*ｨ*(**8,hﾋ,HﾔH*ｸ,疫h-/+にX.云H.ﾈ｢�����������������

(3年,男) 冤ｨ,XｧX*(+ﾙuh-/ｻ8蹌ﾙ6*h+ﾘ.x.,h*ｨ,X*ｸ.ｲ����������
｢あそばう｣と音声言語や握手で友達を誘ったり,教師や友達の誘いに応 

じたりすることができる○ 
M.S" 唸ｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*X,H.(.ﾘ*(ｴ8鰄+/,X,+ﾘ.な.(.ﾘ*ﾘ,�������������

(4年,女) (ｴ8鰄+訷/,X,+ﾘ.X,Hｴ8鰄+6*h.,h*ｨ,X*ｸ.ｲ���������������
･友達の腕や肩などに軽く触れて遊びに誘うことができる○ 

K.S 唸ｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ**+騏h-/尸ｨﾋ靜ｨ,Xｻ8踪,*h.,h*ｨ,X*ｸ.ｲ���������������

(5年,男) 唳ti$(,hｨ/ｺItﾈ+X,Iuh/+なｻ8踪.)ti$(,冰X.ﾘ.ｨ,H耳,冰h/+x.���������
ことができる○ 

T.K 唸ｨｸ6yuh-+ﾘ*)uhｾ,Rﾉuh-+ﾘ*(ｴ8鰄+ｻ8踪,*h.��������������������

(6年,男) h*ｨ,X*ｸ.ｲ���
･教師の言葉掛けや指差しを手掛かりに握手して友達を誘ったり,友達の誘 

いに応じたりして遊びを共有し,かかわりを楽しむことができる｡ 

(3)指導及び支援に当たって
本活動は,子どもたちの興味･関心の高い｢くすぐり遊び｣, ｢風船遊び｣, ｢遊具遊び｣, ｢布

を使った遊び｣の四つの活動で構成する｡前時までに子どもたちは,遊びたい気持ちはあっても,
うまく伝えられなかったり,二人で乗って遊ぶべき遊具に一人で乗ろうとするなど,友達-の意
識が低かったりする様子が見られる｡そこで,本時では,くすぐり遊びで｢はちはちごめんだ｣
のわらべうたに合わせて,自分がはち役になって友達をくすぐったり,はち役の友達にくすぐら

れたりして,友達を意識できるようにしたい｡また,風船での遊びや布を使った遊びでは,大き
な風船をみんなでパスしたり,大きな布の中にみんなで入ったりする活動をすることで,みんな
で一緒に活動しているという意識を高めたい｡

るために
子どもたちの興味･関心の高い遊びや発達段階を踏まえた遊びを活動に取り入れることで,千

どもたちが｢やりたい｣, ｢やってみよう｣と意欲的に活動に参加できるようにする｡

操作を十分に行うために
子どもが｢やりたい｣という気持ちがありながらもなかなか伝えられないときに,教師がその

子の表情やちょっとした仕草の変化を見逃さずに言葉にして一緒に表現できるようにする｡また,
自分の意思で好きな遊びや一緒に遊びたい友達を選択して遊ぶことができるようにするために,
遊びや友達を選択できる場面を設定するようにする｡

を振り返るために
子どもたちの表情や動きを読み取って共感する姿勢を大切にし,子どもたちが自分の気持ちを

意識できるように気持ちを言葉にして返すことで,気持ちと言葉の結び付きを図り,振り返るこ
とができるようにする｡

践意欲を高めるために
子どもたちが活動している写真やビデオで見ることで, ｢もう一度やってみたい｣と次回の活

動を楽しみにすることができるようにする｡
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(4)実 際

過 程

導 入

(5分)

展 開

(30分)

終 末

(5分)

主な学習活動
1は じめ の あい さつ をす る。

2本 時の活動について知 る。

たの し くあそ ぼ う

(1)く す ぐ り遊 び

(2)風 船 遊 び

(3)遊 具 遊 び

(4)布 遊 び

3み ん なで 遊ぶ 。

(1)く す ぐ り遊 び をす る。
・ わ らべ うた に 合 わせ

てCTと 一 緒 に友 達 を く

す ぐる。

(2)風 船 で遊 ぶ 。

(3)遊 具 で遊 ぶ。
・ シ ー ソー と ロー リン

グ シー ソー の どち らか

を選 ぶ。
・ 一 緒 に 乗 りた い(遊

び た い)友 達 を選 ん で

誘 う。

(4)布 遊 び をす る。

4本 時の学習を振 り返 る。

5お わ りの あ い さつ をす る。

指導及び支援の手立て
・ 教師や友達 と一緒 にあい さつ をす

ることで,学 習の始 ま りを意識す る

ことができるよ うにす る。
・ 各活動の写真カー ドを示 し,活 動

内容や順番 が分か りやすいよ うにす

るこ とで,子 どもたちの 「や りたい」

とい う気持 ちを高めるよ うにす る。

・CTと 一緒 にくす ぐる役 をや りたい

子 どもが 自分の意思 を表現 しやすい

よ うにSTが モデル を示 した り,子 ど

もの表 情や 動作 か ら気持 ちを読み

取 って挙手 を促 した りす る。

・ みんなで輪になって1個 の風船 を

パ スするこ とで,友 達を意識できる

よ うにす る。
・ 「ポン,ポ ン」等,行 動 を言葉 に
して教師が表現す ることで,教 師や

友 達 とや り取 りが で きる よ うにす

る。
・ 写真 カー ドを教師に渡 して要求で

きるよ うに準備 してお く。
・K .Kに ついては,自 分の遊びた
い遊具 の写真 カー ドを教師に渡す こ

とで,確 実に選択す ることができる

よ うにす る。
・F .Sに ついては,一 緒に遊ぶ友

達 を選択す る際 に,教 師 と一緒 にそ
の友達 の名 前を呼ぶ ことで,相 手を

意識 できるようにす る。
・M .Sに ついては,友 達 を誘 うと

きに,友 達の肩や腕 な どに軽 く触れ

て誘 うこ とができるように教師がモ

デルを示す よ うにす る。(ST)
・K .Sに ついては,教 師がモデル

を示す こ とで,遊 びを選択 した り,

友達を誘 うときに音声言語で伝 えら

れ るよ うにす る。(ST)
・T .Kに ついては,教 師が本児の

表情や ち ょっとした仕草か ら気持ち

を読み取 り,音 声言語 に して表 出す

ることで楽 しい気持ちや誘われて う

れ しい とい う気持 ちを意識すること

がで きるよ うにす る。
・ 写真 カー ドを手掛か りに して楽 し

かった遊びや一緒 に遊 んだ友達 をみ

んなに伝 え,友 達 を意識で きるよ う

にす る。
・ 教師や友達 と一緒にあい さつ をす

ることで,学 習 の終わ りを意識す る

ことができるようにす る。

資料 ・準備

絵 カー ド

小黒板

写真カー ド

風船(大)

シ ソ

ロ ー リン グ

シ ー ソー

写真 カー ド

布
マ ッ ト

※CT:チ ー フ ・テ ィー チ ャーST:サ ブ ・テ ィー チ ャー

(5)評 価

○ 自分の気持ちを音声言語やカー ド,身 振 りなどで教師に伝 えることができたか。

○ 教師や友達 とかかわって遊ぶ ことを通 して,教 師や友達 を誘った り誘 いに応 じた りして遊 びを

共有 し,か かわ りを楽 しむことができたか。
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